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少年剣道の実態調査研究
　　　法学部教授　平　川　信　夫
Astudy　of　the　fact一丘nding　of　boys　kendo
　　　　　　　　　　Nobuo　HIRAKAWA
　剣道は，日本古来の尚武の精神に由来し，長い歴史と
社会の変逓を経て，術から道に発展した伝統文化であ
る。
　かつて剣道は，心技一如の教えに則り，礼を修め，技
を磨き，身体を鍛え，心胆を錬る修業道・鍛錬法として
洗練され発展してきた。このような剣道の特性は今日に
継承され，旺盛な活力と清新な気風の源泉として日本人
の人格形成に少なからざる役割を果たしている。
　いまや剣道は，国内においては老若男女という幅広い
層に愛好され，今日の隆盛をみている。さらに世界各国
にも普及し，国際的にも強い関心が寄せられている。
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　我々は，単なる技術の修練や勝敢の結果にのみおぼれ
ず，剣道の真髄から逸脱することのないよう自省すると
ともに，このような日本の伝統文化を維持・発展される
よう努力しなけれぽならない。
　その中にあって，最近の少年剣道の隆盛はめざまし
く，年々増加の一途を辿り，数多くの大会が各地で開催
されるようになった。
　そこで全国の少年剣道指導者の実態を調査するため
に，質問紙法により，まず，その指導者の段位・年齢・
職種・体格および稽古回数とその時間。道場・クラブの
規模と人数および経費。各種大会への参加の有無とその
経費負担。少年剣道の指導上の悩みおよび課題。少年剣
道の指導上の留意点。少年達の父兄との問題点。道場お
よびクラブ運営上の問題点。全国少年錬成大会へ参加し
ての感想および意見などの項目について調査し，これま
でに，全国各地の321チーム・331名を対象にしての回答
を得た。
　さらに，先日するその指導者を次代を担う少年達と対
象に，その正しい普及と心身の錬磨，相互の親睦，並び
に健全なる育成を図るために，全国少年剣道錬成大会に
おける基本判定試合と一本勝負試合の全試合結果を分析
し，果して正しい基本を身につけた者が勝負においても
良い成果をおさめているか，その関連性の実態をも追究
している。
　それらの詳細な分析結果から，少年剣道とその指導者
の実態を把握するとともにさらに検討を加え，少年剣道
の正しい普及発展と健全な育成のための追究を進めてい
る。
全日本武道錬成大会（剣道の部）アンケート調査結果
①　参加チームの都道府県名
参加地劇参加県剃参加チー馴 参加県別チーム数
北海道地区 ・1 1 北海道1
東北地区 5 17 青森1　秋田6　宮城1　山形3　福島6
関東地区 8 155 東京36馬13 茨城23　山梨11埼玉27　千葉19栃木15　神奈川11群
北信越地区 4 20 匿潟・ 富山3　長野5　石川5
東醜区1 4 54 瀞岡・5岐阜22愛知・5鍾・
関西地区 4 33 1躰・7和歌山・大阪・滋賀・
中四国地区｛ 7 32 ［岡山・・鴎・山・・島根・ 香川10徳島2　愛媛2
九州地区 5 19 1蹟・宮崎・熊本・ 鹿児島4　長崎3　大分2
計 38133・
②　クラブ名　　・省略・
③　道場，クラブの指導者の状況
a，年齢について
年齢人釧 年 齢 別 人 ?
・・劇下1・i・7歳・
30歳以下 20 22歳3　23歳8　25歳2　26歳1　29歳1　30歳4
・6歳以下148i・・歳・32歳4　34歳3　35歳4　36歳3　37歳4　38歳6　39歳7　40歳12
150歳以下　1061－　　　　 m　　rr
　60歳以下??
　70歳以下
41歳9　42歳1543歳9　44歳9　45歳1346歳5　47歳1248歳1049歳5　50歳9
45 51歳6　52歳5　53歳7　54歳2　55歳6　56歳3　57歳4　58歳3　59歳6　60歳3
・・1・・歳762歳・63歳11　　64歳14　　65歳10　　66歳11　　67歳3　　68歳5　　69歳8　　70歳2
・・歳以下i・・｝・・歳・ 72歳8　73歳7　74歳3　75歳2　76歳1　77歳2　78歳1　80歳2
計 331
84
b．段位
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c．称号 d．指導者の結婚状況
段位1人数
初劇　・
2 1
3 27
4 23
5 65
6 71
7 105
8 7
無記入 30
称号1人数
練到・69
教士｝45
範士｛・? 113
1既婚劃・・5
未婚剖23
無記名 11
f．職業
職　業　　人　数
自営業 69
会社則89
公務則44
サービス業 2
警察官 10
アパート業 1
無　剛35
職　業　　人　数
道場経営 10
農　　業 12
林　　業 1
学　副　・
僧　矧　・
自衛官1 1
無回答1・
職剰人数
商　　業 7
印刷剰　・
自由剰　・
教　則　・
建設剰 1
団体職員 2
g．指導者の人数
人　数 人　 数 μ釧 μ数 i人釧
1人 17 4人 39 7人
2 2315
621・
54！8
3 21 9
18
12
8
10人
15人以下
20人以下
・・125人以上
12
8
無記名
7
26
h．指導者の体格，体型
身　長
155㎝以下
160
165
170
175
180
181㎝以上
無記名
人　　数
7
35
104
108
43
20
2
12
体　重
55kg以下
60
65
70
75
?﹇?
90
95
96㎏以上
無記名
人　数
28
58
91
54
39
???
8
5
1
12
胸　　囲
78㎝
80
85cm以下
90
95
100
105
110
112㎝以上
無記名
人　　数
　　3『｝
10
31
75
53
105
24
11
7
12
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④大会の元立ち老について
a．元立ちの年齢について
年齢　人数1 年 齢 別 人 ?
・・歳以下1・3i・8歳・・9歳・20歳5
・・歳以下148i・・歳・22歳6　23歳6　24歳4　25歳4　26歳5　27歳3　28歳5　29歳2　30歳10
40歳以下 81 31歳3　32歳6　33歳5　34歳5　35歳8　36歳8　37歳8　38歳1139歳　40歳9
50歳以下 82 41歳1142歳1043歳6　44歳7　45歳5　46歳　47歳5　48歳1049歳8　49歳8
60歳以下 31 51歳5　52歳3　53歳2　54歳2　55歳5　56歳3　57歳2　58歳3　59歳3　60歳3
70歳以下 32 61歳4　62歳7　63歳4　64歳6　65歳4　66歳3　67歳2　68歳2
71歳以上 ・1・・歳・ 73歳3
⑤　指導者個人の稽古回数・時間
　　一週間の稽古回数　　一回の稽古時間
⑥元立ち個人の稽古回数・時間
　　一週間の稽古回数　　一回の稽古時間
数人
5
60
69
伽
13
29
1
4
13
3
5
1ー
ー
?
1…
i
???
30
60
90
㎜
励
㎜
㎜
脚
蜘
鋤
???
ー
1
iー
1
i
1
数人
17
68
聡
58
31
36
3
0
ー
ーー
ー
ー
数
入
1
2
3
4
5
6
7
記
回
無
回数人数時間min人数
1 13 30 2
2 70 60 60
3 117 90 56
4 50 120 118
5 25 150 27
6 13 180 21
7 5 210 1
無記入 38 240 3
300以上 5
睡記入 38
⑦少年への一週間指導回数・時間（指導者） ⑧少年への指導回数・時間（元立ち）
週／回 人数時間／min人数
1 13 60 48
2 79 90 82
3 161 ｝・2・ 156
4 42 150 8
5 16 180 29
6 16 210 1
7 1 240以上 4
無記入 3 撫言己刈 3
週／回1人数時間／m司人数
1 20 30 2
2 84 60 53
3 121 90 70
4 37 120 145
5 18 150 2
6 8 180 13
7 1 240以上 3
無記入 38 隠記利 38
??8
少年たちの一週間の稽古回数・時間
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　　　　　　　　⑩　道場主，
1人数障間／m・n人数 a．段位称号
主催の状況
週／回
1 17 30 10
2 65 60 ｝59
3 147 90 li・・
4 50 120 i・・8
5 20 150 11
6 ・61・8・ 15
7 i・3｛… 10
無記入 13 240以上 10
隠記入
段　位　　人　数
3　段　　　　6
・　｝・
　　’T　129
6　　　　　　42
7　　　　　　81
8　　　　　　　8
無言己刈38
称引人姦
練士1・・
教　士 116
範到 6
無 38
無記刈42
b，年　齢
年副人釧 年 齢　　　　別 人 数
30歳以下 ・1・・歳・
・・劇下124132歳233歳・35 2　37歳3　38歳6　39歳6　40歳3 「’
・・歳以下【661・・歳・42歳1143歳1144歳5　45歳8　46歳5　47歳4　48歳6　46歳5　50歳6
・・歳以下｝45［・・歳・52歳4　53歳4　54歳4　55歳7　56歳6　57歳3　58歳3　59歳6　60歳5
・・歳以下1531・・歳・62歳4　63歳1164歳6　65歳9　66歳6　67歳3　68歳3　69歳4　70歳4
・・歳以下129 71歳7　　72歳6　　73歳5　　74歳5　　76歳2　　77歳2　　78歳2　　80歳2
c．職　業
業倒人数
公務員145
警察官1・9
林 業 1
商 剰・・
製造剰 2
業倒人数
自　営　業 34
医 師i・
自由剰 5
農 業い2
無 職 13
業倒人’数
会社則59
道雛酬　・
・パー・剰　・
僧
⑪道場，クラブの所有者
侶1・
⑫　道場の広さ
所有者1解答数
個人道剃 55
学校の体育副 168
公共の体育副 60
その釧 48
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13　入門老の人員
般
???
???????ー?ー
?
1
?????…????
1
??
??
???
13
6
3
3
??
????
3
校
?ー
1
1
1
1ー
??
??
96
20
3
1
??
瓢
16
3
????
???
?
?? ??
? ?
1
??
馴
23
1
2
1…
ー
ーー
ー
??
14
35
94
77
42
35
34
????
????
ー????
ー?
ー?
ー?ー ?
??
????
14月謝の状況
月謝の釧縮数
　　・　137
…円以下1・5
・・…　1・・
・，…　152
2，…　［48
2，　500　　　　　　21
3・…　125
3，500　　　　　　5
4，…　卜・・
5，000　　　　　　10
5，…　1　・
7，000　　　　　　　1
・・，…　レ・
その他1　・
　　多額のl
l…円一・
　1，000円一82
1・・…円一46
12・…円一45
　2，　500円一19
5，000円一9
年会費として，3，0008，000
??
????
15　各種大会への一年間の参加回数
a．市町村県大会 b．地区，ブロック大会
参加回数1解答数1　　解　　答　　内　　容 解答数1　　解　答　内　容
3回以下 61 0－2　　1－5　　2－22　　3－32121　　10－7　　1－18　　2－49　　3
5 54 4－16　5－38 38 4－21　5－17
10 67 6－11　　7－10　　8－18　　10－2429 6－11　7－3　8－9　10
15 12 12－5 3
20 7 20－6 1
30 10 30－4 1
劃
10－4
c．全国大会
参カロ回数！解答数
015’M
　1　　　138
　2　　　　53
　3　　　13
　4　　　　6
　5　　　　0
　6　　　　6
??8
今大会への参加回数
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参加回数隣数1 解　　答　　内　　容
・回以下1571・一・92－・83－・4
5 42　　　4－17　　5－25
10
15
・・司鵠47－3°8－199－7
48旨1：912一713－1°14－6
20 12　　20－7
30 4
21　今大会への応援参加者
a．父　兄
参加緻「鱗剃 解　　答　　内　　容
5人以下 …ll：憲22－93－354－12
10
20
・・8Ea21、7－238－299－7
28ほ1：112『615｝1117｝2
30 3
31人以上 1
17a．道場連盟主催の大会への参加状況 b．子　供
1参加する　　143 参加しない ・7gl
b．同大会への参加回数
参加回数縮剃 解　　答　　内　　容
・回以下1861・一…－52－・23－・9
5 22　　　4－9　　5－13
・21・－68－・・一・
参加緻陣剃 解　　答　　内　　容
5人以下
10
・・il：｝召2－143－1°4－5
10 い・11all，　7－1°8－69一11
20 　　11－6　　12－4　　13－5　　14－630　　17－3　　20－4
30
18　今大会への費用の負担状況
4
負　担　者 解答数
個人負担 168
所属道場負担 118
そ　　の　他 24
19　今大会の宿泊状況
a．宿泊の有無
有 117
無 116
b．宿泊日数
1日148
2 56
3 8
4 2
20　大会参加への交通機関
路線パ刈 14
貸切り・・刈 45
飛　行　機 22
自家用車 28
その釧 13
22　少年剣道指導上の悩みおよび課題
　練習が厳しいと子供たちがついてこない傾向があ
　　る。
　技術面と精神面をどうつなげるか。
　年齢差があり，指導者も少ないこともあって指導上
　　問題である。
　仕事との関係で練習時間を子供に合わせることが困
　　難である。（3でもっとも多い）
　塾の多様化でなかなか集まらない。（入門者のこと
　　か）
　剣道入門者の目的が大きく異なること。
　剣友会創設当時に比較して少年剣道の数が減少して
　　いる。
　小学校高学年になると進学のために熱が入らなくな
　　る。
　練習時間の問題。
　厳しさ加減が難しい。
　勝つことのみ要求され，本来の正しい剣道指導がや
　　りをこくL・o（3）
　塾との関係等，剣道のみに集中できない環境。②
　勤め人が多いため来場時間が遅くなる。
23その他，少年剣道指導上の悩みおよび課題
　床がコンクリートのため子供たちが足を痛めること
　　が多い。
　最近は球技が盛んになり剣道する子供が少なくなっ
　　た。（4年でもっとも多い）
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　少年，父兄が学カー辺倒である。
　子供たちが自主的に稽古するようにしたい。
　試合に勝つことに走りがちで，選手中心の稽古にな
　　りがち。
　剣道は古来の武道であるが，スポーツとして考えて
　　いる点。
　塾にかよっている子が多く参加する子供が少ない。
　強く打つことを要求するが竹刀がわれてしまう。そ
　　のためにカーボン竹刀を考えているが金銭的なも
　　のもある。
　学習塾との関連。
24　少年指導上の留意点
　道場が狭いので危害予防に注意している。
　楽しく，厳しい指導をしている。
　礼儀などを日常生活に活用できるように理解させ
　　る。（3でもっとも多い）
　試合に勝つことよりも剣道の素晴らしさ，思いやり
　　などの精神文化を重視する。
　基本重視の練習。
　礼儀作法。
　適度な試合への参加による指導法の修正。
　子供の健康状態。
　竹刀防具の点検。
　徹底した根性作り。
　剣の道，心の道両面での指導。
　長く続けることを最優先課題としている。
　少年たちが剣道に興味を持つような指導。
　道徳感豊かな，やる気のある人間に育つよう努力し
　　ている。
25少年たちの父兄との問題点
　練習時間と，夕食時間が重なり手助けをしてもらう
　　父兄がすくない。
　勝ち負けを意識する父兄が多く見られ，指導者と父
　　兄の剣道に対する価値観の差を感じる。
　剣道と生活を切り離して考えており，父兄自身の礼
　　法が不充分である。
　過保護が多く，厳しくすると子供たちの休みが多
　　い。
　父兄は目先ばかりで何かと口をはさむ。
　道場で指導した諸作法を家で守らせようとしない父
　　兄が多い。
　月謝を払えばあとは指導者まかせという父兄が多
　　い。②
　自分の子供に対して，欲のある優越的な見方をする
　　父兄。
26道場およびクラブの運営上の問題点
　父兄同士の協力性が薄い。
　135年の伝統を持つ道場で，現状を残し保管するこ
　　とが困難である。
　公営の武道館を借りており，使用料が高くて運営上
　　苦労している。
　剣道場の使用日時に制約があり自由に充分な稽古が
　　出来ない。
　近隣からの騒音苦情。
　体育館は広くて良いが床が固い。
　一部の指導者にいろいろな雑事が集中してしまい，
　　精神的につかれてしまう。｛2）
　経費不足。②
　大会の回数が多すぎる。
27　今回の大会に参加して。
　良かった（23人）（29人無記名）
28参加しての感想および意見
　毎年参加したい。
　勝負は別として少年たちの夢が武道館に参加するこ
　　とである。
　審査委員の先生方の判定の統一化をお願いする。
　　（2もっとも多い）
　小学生時代の良い思い出が出来たのではないか。
　年に一度の全国大会であるので指導者も子供たちも
　　非常に喜んでいる。
　武道館で試合が出来るのは良い経験になる。
　剣道普及のためにこのような大会を開いてもらうこ
　　とは大変ありがたい。
　試合上に監督，コーチの二人を入れて欲しい。
何かをしなくてはならないことを子供たちが少しで
　　も肌で感じたらと思う。②
　本体会も次々と工夫のあとが見られ良い方向に向か
　　っている。
基本試合の審判の先生方の判定の基準がどのような
　　ものなのか詳しく知りたい。
座席等のトラブル。
